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これまでの活動地域

• 五所川原市
• 十和田市

青森県

• 珠洲市
• 能美市

石川県

• 氷見市
• 朝日町
• 黒部市
• 魚津市
• 砺波市

富山県

• 鶴岡市
• 高畠町

山形県

• 南アルプス市
• 笛吹市
• 甲州市
• 甲府市
• 都留市

山梨県
• 長野市
• 千曲市
• 北信地域
• 辰野町

長野県

• 尾鷲市
• 鳥羽市
• 志摩市
• 南伊勢町

三重県

• 上富田町
• 紀の川市
• 美浜町

和歌山県

• 阿久根市
• 錦江町
• 南大隅町
• 北薩地域
• 大島地域

• 日置市
• 東串良町
• 大崎町
• 鹿児島市
• 鹿児島地域

鹿児島県

• 松江圏域
• 雲南市
• 邑南町

島根県

• 境港市
• 湯梨浜町
• 南部町
• 日南町

鳥取県

• 長浜市
• 近江八幡市
• 米原市

滋賀県

• 南越前町
• おおい町

• 鯖江市
• あわら市
• 坂井市

• 福井市
• 小浜市
• 大野市

福井県

• 川上村
奈良県

• 高知市
• 土佐町
• 佐川町
• 越知町
• 日高村
• 黒潮町
• 土佐市

高知県

• 綾町
• 諸塚村
• 椎葉村
• 美郷町

宮崎県

FSの取り組み
■ 地方創生・社会の仕組み作り
■ 伝統工芸・特産品を活かした
　 地域振興策

■ 地域ブランド発信策
■ ツーリズム提案・検証
■ 空き家・空き店舗・古民家・
　 廃校の活用

■ 移住促進策
■ 住民サービス・交通政策
■ 関係人口増加策
■ 里山集落の持続性
■ 文化の保存・継承・活用
■ SNSの活用
■ 市民大学の設立
■ 図書館の利活用
■ 農地再生
■ 住民の健康管理・対策

• 雲仙市
• 南島原市
• 佐世保市
• 五島市

長崎県

• 阿蘇地域
熊本県

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため2020年度に実施したオンラインツール
活用プログラム「オンライン形式によるFS地域交流会」で活動した地域を含む。
※2024年度の活動予定地域を含む。（2024.4.1時点）

• 能登町
• 白山市

• 南会津市
• 川内村
• 金山町

福島県
• 双葉町
• 棚倉町

• 高松市
• 三豊市
• 坂出市
• 小豆郡

香川県



FSプログラム とは?

　地域課題解決に向けて、東京大学の学部学生・大学院生が解決の道筋を
提案することを目指して活動します。学生は、地域から提示された課題に対
して、チームで協力しながら活動を進めます。地域の現場では多様な関係者
との対話や関係先の訪問等を通じて、現状について身をもって体験・把握
し、時には学内の知見を有する教職員の協力を得ながら、課題解決の糸口を
探ります。事前調査、現地活動、事後調査を通じて、一年をかけて解決の道筋
の提案を行います。
　2017年度のプログラム開始以降、毎年多くの学生が活動に参加して
います。

プログラム概要
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現地報告会 
学内報告会

応募開始、
オリエンテーション

参加者決定

活動スケジュールの目安

自治体担当者との顔合わせ、
ワークショップ、
活動計画策定

１年間の活動の
成果を発表します

現地活動の内容を踏
まえて、東京大学の専
門知も参考にしなが
ら、問題解決の糸口を
探ります

現地に赴く前に、学内
での事前調査、担当地
域とのオンライン交
流・打合せ等を実施
します

※10月～1月、2月にもワークショップを各１回開催します。

■フィールドスタディ型政策協働プログラム（FS）

東京大学本部社会連携推進課
体験活動推進チーム
〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1

問い合わせ先

03-5841-2541/2542
fs-office.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

電 話
Eメール

Webサイトはこちら

体験活動支援基金
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt84

ご寄付のお願い

Webサイトはこちら

キャンパス内での学びだけでなく、さらに、自ら
学びの機会を国内外に求めようとする学生たちの
意欲をご理解いただき、温かいお力添えをお願い
いたします。

参加学生の 声
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山中 弘毅
　2023年度に7期生として、宮崎県諸塚村の地域活性化を目的に一年間の活動を
行いました。生まれてから首都圏で生活していた私にとって、人口わずか1,300人の
村に足を運び、初めて触れる村独自の文化や生活、産業の実態を学ぶことはとても新
鮮で、貴重な経験となりました。
　今回は取り組むべき課題を指定されなかったため、村の現状を私たちの視点で捉
え、施策を考えていく難しさを初めは感じました。そこで、現地活動では多くの方と
お祭りや集会などで直接交流することを意識するとともに、実際に林業の山仕事を
したり、伝統として継承されている諸塚神楽を見学したりする機会を大切にしまし
た。結果として、外部者という立場でありながら、村の未来を自分事化して真剣に考
え、有効な施策提言につなげることができたと考えています。
　通常FSは一年間の活動ですが、各地域と大学の関係を一期で絶やすことなく、持
続的なものとしていくことを重視しています。一
年間の活動終了後には、五月祭での諸塚村の特産
品の販売や、村の小学生の大学見学の支援などを
行いました。一期一会で出会い、一年間お世話に
なった自治体のため、「活動」はこれからも続き
ます。

7期生(2023年度)  宮崎県諸塚村担当

諸塚村農林業ビジネス・インターンシップ課 題

過疎地域におけるシェアカーを活用した
交通手段導入の提案課 題

竹内 彩乃
　2023年度に７期生として、山梨県都留市のつるラボにおける探究型学習の提案と
いう課題に取り組みました。現地活動は３度行い、一回目は都留市各所を巡って都留
市のことを知り、二回目は探究学習イベントを開催、三回目は現地報告会を行いま
した。
　第一回現地活動では、都留市の歴史や豊かな自然、教育に対する姿勢などを学ばせ
ていただきました。その後第二回現地活動を含め、２度探究型学習イベントを開催し
ました。イベントを立案する中で、理想を現実化する難しさを感じましたが、正解の見
えない中で最善を尽くした経験は、自分自身を成長させてくれました。
　FS活動を通じ、地域の方が抱える課題に対する解像度が上がりました。学生として
至らぬ点も多くあったとは思いますが、都留市の方は常に暖かく見守ってくださり、
私たちはいつでも支えられていたように感じています。このような支えのもとに、学
生として自分の足で駆け回って地域の方に貢献しようと努力できたことは自分に
とってかけがえのない経験になりました。今後も学
生が地方に関心を持ち、自ら課題の解決に向かって
探究する活動をできる場が提供され続けることを
願っています。

7期生(2023年度) 山梨県都留市担当

探究まなび場「つるラボ」において実施する
地域資源を活用した特色ある教育に向けた
探究プログラムの検討

課 題

　2019年度に3期生として、鹿児島県錦江町にて、宿利原地域の足を考えることを
テーマに活動を行いました。
　宿利原地域は、活動当時の高齢化率が約55％の過疎地域です。地域内には、スー
パーや病院はなく、地域内を走るコミュニティバスは週1便でした。現地活動前に、
自治体の方から地域の実情を聞き、このような地域で生活ができるのかと、現地活動
を不安に感じたことを鮮明に覚えております。
　活動前の不安とは裏腹に、現地活動は、今まで経験したことのないことの数々で、
大変濃密な時間となりました。グラウンドゴルフ大会や納涼祭に参加し、地域の方々
に顔を覚えていただいたのは良い思い出です。また、地域サロンへの参加、コミュニ
ティバスへの同乗、移動販売車や青パト隊（地域の見守り活動）への同行などを通じ
て、地域の暮らしを、身をもって感じられました。
　これらの経験は、自身の進路を考えるきっかけになったと感じています。また、FS
の活動を終了後に、錦江町内外で、地域の皆様とお
会いする機会もありました。FSの活動を通じて、応
援したい地域が増えたこと、「ひと」に会う旅がで
きるようになったことが、FSに参加してよかった
と感じる点の一つです。

深谷 麻衣３期生(2019年度)  鹿児島県錦江町担当


